
日程 医療機関 診療科目 電話番号

１日（祝） 小川赤十字病院（小川町） 内科 0493-72-2333

２日（水） 瀬川病院（小川町） 内科、外科、整形外科 0493-72-0328

３日（木） 平成の森 川島病院（川島町） 内科 049-297-2811

６日（日）ほしこどもおとなクリニック（東松山市）
小児科、内科、ア
レルギー科 0493-24-0753

13 日（日）上野医院（滑川町）
内科、外科、循環
器科、漢方内科 0493-56-2508

14 日（祝）埼玉成恵会病院（東松山市）
内科、外科、整形
外科 0493-23-1221

20 日（日）武蔵嵐山病院（東松山市） 内科 0493-81-7700

27 日（日）宏仁会小川病院（小川町） 内科 0493-73-2750

１⽉の休⽇当番医 ※診療時間 午前 9時〜午後 5時

ごみ・資源収集カレンダー
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電話番号 受付時間
休日や夜間の急病相談

救急電話相談 ＃ 7119 または
※ 048-824-4199 毎日 24 時間

※電話相談は医療行為ではなく、電話でのアドバイスにより相
談者の判断の参考としていただくものです。
平日夜間時のお子さんの急病・けがなど

比企地区
こども夜間
救急センター

0493-22-2822

【受付】月～金の午後７
時 30 分～ 10 時　【診
察】月～金の午後８時
～ 10 時

場所：東松山医師会病院内（東松山市神明町 1－15－10）
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Life Information
情報情報のの

年始のごみの受け⼊れは１⽉４⽇からです
年始のごみ搬入の受付は、１月４日（金）午前８時 30 分か
らです。なお、年末年始の受付は収集車両を優先しますの
で、ご協力をお願いします。
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新規就農者の飯島さんに
S-GAP 実践農場評価書交付

 12 月 13 日、町役場で認定新規就農

者の飯島千春さん（大橋在住）に、東松山

農林振興センターの中島一郎所長から

「S-GAP 実践農場評価書」が交付されま

した。

　S-GAP 実践農場とは、平成 28 年 10

月から始まった S-GAP 農場評価制度

に基づき、ほ場や作業場等の整備、農薬の

管理などを適正に行っていることを確

認した農場です。GAP は良い（Good）

農業の（Agricultural）やり方（Practice）

を、Sは埼玉（Saitama）県を意味します。

　鳩山町では初めての認定となった飯島

さんは、ねぎやユーカリ、ミントなどを生

産し、精力的に活動されています。評価を

受け、「今後も安全・安心な食材を届け

ていきたい」と話していました。
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暮らしの『相談室』

■県の法律相談【要予約】
日時：１⽉８⽇（⽕）・22 ⽇（⽕）、２⽉ 12 ⽇（⽕） 
午後１時〜４時 場所：ウェスタ川越４階（県川越
⽐企地域振興センター相談室） 問合せ：県⺠相談
総合センター☎ 048-830-7830

■町⺠法律相談【要予約】
日時：１⽉ 16 ⽇（⽔） 午前 10 時〜正午 場所：
役場３階 301 会議室 問合せ：総務課☎ 296-1214

■⼥性相談【要予約】
日時：①１⽉８⽇（⽕）、②２⽉ 12 ⽇（⽕） 午後１時
〜４時 場所：役場３階① 304 会議室、② 301 会議
室 ※ 2 ⽉ 12 ⽇は会場が変更になりました。 問
合せ：総務課☎ 296-1214

■⾏政相談 ･ ⼈権相談【要予約】
日時：１⽉ 21 ⽇（⽉） 午後１時〜３時 場所：町
保健センター 問合せ：総務課☎ 296-1214

■障がい者・障がい児の無料出張相談会
日時：１⽉ 16 ⽇（⽔） 午前 10 時〜正午 場所：ニュー
タウンふくしプラザ 問合せ：⼊間⻄障害者基幹相
談⽀援センター☎ 277-4275、FAX277-4276

■⽣涯学習相談
日時：毎週⽊曜⽇ 午後１時〜４時 場所・問合せ：
教育委員会事務局☎ 296-1263

■消費⽣活相談
日時：毎週⽊曜⽇ 午前 10 時〜正午、午後１時〜３
時 場所・問合せ：産業環境課☎ 296-5895

■⾏政書⼠無料相談会【要予約】
日時：１⽉ 17 ⽇（⽊） 午前９時〜正午 主催 ･場所・
問合せ：鳩⼭町商⼯会☎ 296-0591

■その他相談
日時：平⽇（⽉〜⾦曜⽇） 午前８時 30 分〜午後５
時 場所 ･問合せ：総務課☎ 296-1214
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予
約
・
問
合
せ
 

１
⽉
24
⽇︵
⽊
︶

午
後
５
時
ま
で
に
埼
⽟
司
法
書
⼠
会

︵
☎
０
４
８

−

８
６
３

−

７
８
６
１
︶

へ

 福島義
ぎ い ち

一さん（75

歳。写 真 左 ）が、11

月 14 日、地方自治功

労者として埼玉県知

事 表 彰 を 受 賞 さ れ、

11 月 29 日、役場町

長室で表彰伝達式が

行われました。

　福島さんは、昭和 62 年６月から平成 16 年

６月まで連続５期 17 年間にわたり、議会議員

として地方自治の振興にご尽力されました。こ

の間、鳩山町議会議長、福祉文教常任委員会委

員長、埼玉西部環境保全組合議会議員、西入間

広域消防組合議会議員、比企広域市町村圏組合

議会議員などを歴任されました。

元鳩山町議会議員の

福島義⼀さんが県知事表彰を受賞

お
知
ら
せ

⽑
呂
⼭
・
越
⽣
・
鳩
⼭

公
共
下
⽔
道
組
合

⼊
札
参
加
資
格
審
査
申
請

 

平
成
31
・
32
年
度
の
⼊
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
受
付
を
⾏
い
ま
す
︒

▼
受
付
期
間
 

２
⽉
１
⽇︵
⾦
︶
〜

14
⽇︵
⽊
︶
 

 

午
前
９
時
〜
11
時
30

分
︑午
後
１
時
〜
４
時 

※
⼟
･
⽇
︑

祝
⽇
は
除
く

▼
業
種
 

①
建
設
⼯
事
︑②
設
計
・

調
査
・
測
量
︑③
物
品
・
そ
の
他

※
業
種
別
に
指
定
さ
れ
た
⾊︵
①
イ

エ
ロ
ー
︑②
グ
リ
ー
ン
︑③
グ
レ
ー
︶

の
Ａ
４
フ
ォ
ル
ダ
に
と
じ
て
提
出

▼
有
効
期
限
 

平
成
31
年
４
⽉
１
⽇

か
ら
２
年
間

▼
申
請
⽅
法
 

持
参
ま
た
は
郵
送

︵
期
限
内
必
着
︶

※
申
請
要
領
・
様
式
は
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
提
出
先
・
問
合
せ
 

⽑
呂
⼭
・
越

⽣
・
鳩
⼭
公
共
下
⽔
道
組
合 

総
務

担
当
☎
２
９
４

−

９
３
３
３

「⼿話講習会（基礎編）」の
閉講式が⾏われました

　12 月 13 日、ニュータウンふくしプラザで

「手話講習会（基礎編）」（町長寿福祉課・ニュー

タウンふくしプラザ主催）の閉講式が行われま

した。

　受講生は、８月から５か月間の週１回、聴覚障

がい者の講師と手話サークルの皆さんから楽し

く指導を受け、手話を学んできました。受講生か

らは「表情を出しながら手話をするなど、難しい

部分もあったが、とても楽しかった」「手話の情

報に対してさらに関心が高まった」「今後はサー

クルに入るなど、継続して手話を学んでいきた

い」などと話していました。

　なお、アシスタントを務めた「手話サークルつ

くし」は、ふれあいセンターで毎週木曜日 午後

１時 30 分から活動しています。見学も可能で

す。問合せは鷲
す み

見さん（☎ 296-3022）まで。

講習会を終えた受講⽣と関係者の皆さん講習会を終えた受講⽣と関係者の皆さん

 

町
⽴
図
書
館

で
︑保
存
期
限
の

過
ぎ
た
雑
誌
を
町

⺠
の
⽅
を
対
象

に
︑無
償
で
差
し
上
げ
ま
す
︒

※
雑
誌
を
持
ち
帰
る
袋
な
ど
は
︑各

⾃
で
ご
⽤
意
く
だ
さ
い
︒

※
多
く
の
⽅
に
ご
利
⽤
い
た
だ
く
た

め
︑ひ
と
り
10
冊
ま
で
で
お
願
い
し

ま
す
︒

▼
⽇
時
 

１
⽉
19
⽇︵
⼟
︶〜
27
⽇

︵
⽇
︶の
開
館
時
間
内

町
⽴
図
書
館

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

▼
場
所・問
合
せ
 

町
⽴
図
書
館︵
２

階
廊
下
︶☎
２
９
６

−

５
６
６
０

調
理
師
の
⽅
は
調
理
師

業
務
従
事
者
届
の
提
出
を

▼
対
象 
県
内
の
飲
⾷
店
や
給
⾷
施

設
な
ど
で
就
業
し
て
い
る
調
理
師

▼
届
出
⽅
法 
平
成
30
年
12
⽉
31
⽇

現
在
の
⽒
名
︑免
許
番
号
︑従
事
す
る

施
設
名
等
を
︑平
成
31
年
１
⽉
15
⽇

ま
で
に
指
定
様
式
に
て
埼
⽟
県
調
理

師
会
へ
届
出

▼
問
合
せ
 

⼀
般
社
団
法
⼈ 

埼
⽟

県
調
理
師
会
☎
０
４
８

−

８
６
２

−

６
４
４
３
ま
た
は
県
健
康
⻑
寿
課
☎

０
４
８

−

８
３
０

−

３
５
８
２

有料広告スペース 有料広告スペース

15 14
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Life InformationLife Information

　12 月１日、町文化会館で「鳩山町人権問題を考える

町民の集い」が開催され、会場には子どもから大人ま

で、多くの人が訪れました。当

日は、鳩山中学校吹奏楽部の演

奏、小中学生の人権作文朗読、

山形弁研究科でタレントのダ

ニエル・カールさんによる講

演が行われました。

平成 30 年度 鳩⼭町⼈権問題を考える町⺠の集い
⽇本に⻑く住むダニエル・
カールさん（写真下）は、
外国⼈にとってあいまい
な⽇本語例を紹介しつつ、
「相⼿の⽴場になって話す
ことの⼤切さ」などを訴
えました。

鳩⼭中学校吹奏楽部による
オープニング

⼈
権
作
⽂
の
朗
読
者
の
皆
さ
ん

⼈
権
作
⽂
の
朗
読

⼈
権
作
⽂
の
朗
読

 12 月６日、鳩山中学校で開催された「ふれ

あい講演会」で、同中学校の生徒が、車椅子バス

ケットボール選手との交流を通じて、障がい者

への理解を深めつつ、その生き方に触れました。

　講師の一人、森田 俊光さん

（写真右）は、車椅子の特徴など

を説明しつつ、将来に役立つ考

え方についても言及。「“失っ

たものを数えるな。残されたも

のを最大限に生かせ”の精神が

私たちを支えてきた。“できない”“わからない”

を乗り越えることが人間の素晴らしさ」「チャ

ンスの矢は誰にでも飛んでくる。積極的な人は

それをつかみやすい」「夢や希望は自分自身が

あきらめない限りなくならない」などと、前向き

に生きることの大切さを呼びかけました。

鳩⼭中学校⽣徒が「ふれあい鳩⼭中学校⽣徒が「ふれあい
講演会」で⽣き⽅を考える講演会」で⽣き⽅を考える

お
知
ら
せ

⽔
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
ご
協
⼒
く
だ
さ
い

 

町
で
は 

各
ご
家
庭
の
⽔
道
メ
ー

タ
ー
検
針
に
︑委
託
会
社
の
検
針
員

が
２
か
⽉
に
⼀
度︵
奇
数
⽉
の
中
旬

頃
︶お
伺
い
し
ま
す
︒正
確
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
検
針
が
で
き
ま
す
よ
う
︑

ご
協
⼒
を
お
願
い
し
ま
す
︒

 

検
針
は
外
で
の
作
業
と
な
り
⽴
ち

会
い
は
不
要
で
す
が
︑敷
地
内
に
⽴

ち
⼊
っ
て
の
作
業
と
な
り
ま
す
の

で
︑予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
︒

▼
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

◆ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
囲
や

ボ
ッ
ク
ス
内
は
い
つ
も
き
れ
い
に

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
︒

◆ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
荷

物
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
︒⾞
両
が
あ
る
と
き
に

は
︑お
客
様
ご
⾃
⾝
で
の
移
動
を

お
願
い
し
ま
す
︒

◆ 

検
針
の
際
に
は
︑⽝
を
メ
ー
タ
ー

か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
い

た
だ
く
か
︑⽴
ち
会
い
で
の
検
針

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
︒

◆ 

家
の
増
改
築
等
で
メ
ー
タ
ー
が
床

下
や
室
内
に
な
る
と
き
は
︑検
針

の
で
き
る
位
置
に
移
設
を
お
願
い

し
ま
す
︒

▼
問
合
せ
 

役
場
⽔
道
課

☎
２
９
６

−

１
２
２
８

交
通
災
害
共
済
の

申
込
⽤
紙
配
布
⽅
法
と

会
費
が
変
わ
り
ま
す

 

今
年
か
ら
︑申
込
み
用
紙
は
、事
前

配
布
い
た
し
ま
せ
ん
。ま
た
︑加
⼊
者

の
減
少
傾
向
を
踏
ま
え
︑負
担
軽
減

を
図
る
た
め
︑一
般
会
員
の
会
費
が

４
０
０
円
引
下
げ
ら
れ
ま
す
︒

▼
申
込
 

２
⽉
１
⽇︵
⾦
︶以
降
︑役

場
産
業
環
境
課︵
庁
舎
３
階
︶︑役
場

東
出
張
所
︑鳩
⼭
郵
便
局
︑鳩
⼭
鳩
ヶ

丘
郵
便
局
で
随
時
受
付

▼
共
済
会
費
 

１
⼈
に
つ
き
５
０
０

円︵
中
途
で
加
⼊
す
る
場
合
も
同
額
︶

▼
問
合
せ
 

役
場
産
業
環
境
課

☎
２
９
６

−

５
８
９
４

ご
利
⽤
く
だ
さ
い

交
通
事
故
遺
児
等
援
護
⾦

 

埼
⽟
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
︑
県
内
在
住
の
交
通
遺
児
等
を
対

象
に
援
護
⾦
を
給
付
し
て
い
ま
す
︒

▼
対
象
 

交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
ま

た
は
重
い
障
が
い
を
負
っ
た
保
護
者

に
養
育
さ
れ
て
い
る
︑平
成
12
年
４

⽉
２
⽇
以
降
に
⽣
ま
れ
た
乳
幼
児
な

ら
び
に
児
童
・
⽣
徒

※
給
付
対
象
と
な
る
た
め
に
は
︑同

居
世
帯
で
⼀
定
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す︵
⼦
ど
も
１
⼈
の
場
合
は

２
７
４
万
円
以
下
な
ど
︶︒

▼
給
付
額
 

⼦
ど
も
１
⼈
に
つ
き
年

額
10
万
円

▼
給
付
時
期
 

５
⽉
上
旬

▼
受
付
期
限
 

１
⽉
31
⽇︵
⽊
︶ま
で

︵
申
請
書
は
役
場
⻑
寿
福
祉
課
で
配

付
し
て
い
ま
す
︶

▼
申
請
書
提
出
先
 

み
ず
ほ
信
託
銀

⾏
浦
和
⽀
店︵
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

不
正
取
得
を
防
ぐ
本
⼈

通
知
制
度
の
ご
利
⽤
を

 

本
⼈
通
知
制
度
は
︑住
⺠
票
の
写

し
や
⼾
籍
謄︵
抄
︶本
な
ど
の
不
正
請

求
を
抑
制
し
︑不
正
取
得
に
よ
る
個

⼈
の
権
利
侵
害
の
防
⽌
を
図
る
た
め

の
制
度
で
す
︒

 

登
録
し
て
お
く
と
︑交
付
年
⽉
⽇

や
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
及
び
通

数
な
ど
が
通
知
さ
れ
︑不
正
取
得
が

防
⽌
で
き
ま
す
︒ぜ
ひ
︑本
⼈
通
知
制

度
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
︒

▼
登
録
受
付
場
所
 

役
場
町
⺠
健
康

課
︑役
場
東
出
張
所

▼
登
録
に
必
要
な
も
の
 

印
鑑
︑本

⼈
確
認
書
類︵
運
転
免
許
証
等
︶

※
登
録
対
象
者
な
ど
︑詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▼
問
合
せ
 

役
場
町
⺠
健
康
課

☎
２
９
６

−

５
８
９
１

⾼
砂
２

−

６

−

18
︶に
郵
送
ま
た
は

持
参

▼
問
合
せ
 

県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
０
４
８

−

８
３
０

−

２
９
５
８

保
養
施
設
の
宿
泊
費
の

⼀
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

 

町
国
⺠
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
⾼

齢
者
医
療
保
険
で
は
︑被
保
険
者
の

健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
︑埼
⽟
県

国
⺠
健
康
保
険
団
体
連
合
会
で
指
定

さ
れ
た
保
養
施
設︵
ホ
テ
ル
な
ど
︶の

宿
泊
費
の
⼀
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
︒

 

助
成
を
希
望
さ
れ
る
⽅
は
︑施
設

利
⽤
⽇
の
10
⽇
前
ま
で
に
左
記
担
当

窓
⼝
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

▼
対
象
 

町
の
国
⺠
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
⾼
齢
者
医
療
保
険
に
加
⼊
し

て
い
て
︑国
⺠
健
康
保
険
税
ま
た
は

後
期
⾼
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
な
い
⽅

▼
補
助
⾦
額
 

⼤
⼈
１
泊
に
つ
き

３
０
０
０
円
︑⼩
⼈︵
４
歳
以
上
⼩
学

⽣
以
下
︶１
泊
に
つ
き
１
５
０
０
円

※
１
⼈
に
つ
き
年
度
内
２
泊
ま
で
と

な
り
ま
す
︒

▼
申
請
先
・
問
合
せ
 

役
場
町
⺠
健

適
正
な
農
薬
の
使
⽤
を

⼼
が
け
ま
し
ょ
う

 

農
薬
の
⾶
散
を
原
因
と
す
る
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
︒農
薬
は
⼿
軽
に

購
⼊
が
で
き
る
薬
剤
で
す
が
︑使
⽤

す
る
と
き
は
︑次
の
事
項
を
守
り
ま

し
ょ
う
︒

 

寒
く
な
る
と
︑

⽔
道
管
の
中
で
も

⽔
が
凍
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒朝
︑蛇
⼝
を
ひ

ね
っ
て
も
⽔
が
出
な
い
と
き
は
︑暖

か
く
な
り
氷
が
溶
け
る
の
を
待
つ

か
︑急
ぐ
と
き
は
⽔
道
管
等
に
タ
オ

ル
等
を
か
ぶ
せ
︑そ
の
上
か
ら
ぬ
る

ま
湯
を
か
け
て
氷
を
溶
か
す
と
よ
い

で
し
ょ
う
︒ま
た
︑⽔
道
管
を
防
寒
材

な
ど
で
覆
っ
た
り
す
る
予
防
策
も
必

要
で
す
︒

 

場
合
に
よ
っ
て
は
凍
っ
て
膨
張
し

た
⽔
で
⽔
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
︒宅
内
で
の
⽔
道
管
の
破

裂
や
⽔
漏
れ
な
ど
を
⾒
つ
け
た
ら
︑

落
ち
着
い
て
︑鳩
⼭
町
⽔
道
事
業
指

定
給
⽔
装
置
⼯
事
業
者
へ
修
理
の
依

頼
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

▼
問
合
せ
 

役
場
⽔
道
課

☎
２
９
６

−

１
２
２
８

ご
注
意
く
だ
さ
い

冬
場
の
⽔
の
使
⽤
⽅
法

⽣
徒
た
ち
も
⾞
椅
⼦
バ
ス
ケ
を
体
験

⽣
徒
た
ち
も
⾞
椅
⼦
バ
ス
ケ
を
体
験

康
課
☎
２
９
６

−

５
８
９
１
ま
た
は

役
場
東
出
張
所

◆ 

周
囲
へ
⾶
散
し
な
い
農
薬
を
選
ぶ
︒

◆
天
候
や
時
間
帯
に
注
意
す
る
︒ 

◆ 
農
薬
は
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
内

容
に
従
い
使
⽤
す
る
︒

◆
事
前
に
⼗
分
な
周
知
を
⾏
う
︒

◆ 

散
布
区
域
に
⼈
が
⼊
ら
な
い
よ
う

対
策
を
講
じ
る
︒

◆ 

農
薬
の
使
⽤
履
歴
を
記
録
し
︑適

正
に
保
管
す
る
︒

◆ 

む
や
み
な
農
薬
の
現
地
混
⽤
は
や

め
る
︒

 

農
薬
は﹁
薬
品
﹂で
す
︒使
⽤
⽅
法

や
適
正
な
⽤
法
を
間
違
え
る
と
健
康

被
害
に
つ
な
が
り
ま
す
︒慎
重
な
取

り
扱
い
と
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▼
問
合
せ
 

役
場
産
業
環
境
課

☎
２
９
６

−

５
８
９
４

毎月 6,100 部発行（全戸配布）の広報紙や、
年間8万回以上の閲覧がある町ホームペー
ジに、広告やバナーを掲載してみませんか。
■掲載料　【広報紙】10,000 円・20,000 円
／回　【ホームページ】10,000 円／月
■問合せ　役場政策財政課☎ 296-1212

各種 PR・求人に！広報紙等の各種 PR・求人に！広報紙等の
有料広告をご利用ください有料広告をご利用ください
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